
運営主体の公募 
〔2月22日～３月21日） 

運営主体決定 
〔３月２８日決定〕 推進体制稼働 

 〔H25年５月7日～〕 

推 進 体 制 （ Ｈ ２ ５ 年 度 ～ ）  備  考 

決定機関 

執行機関 

 

 

 

行政の 
関わり方 

【構成メンバー】府・市・経済界トップ、有識者計6名 

水と光のまちづくり推進会議 
 

※斬新な組織・運営メンバー 

水と光のまちづくり支援本部 (水都大阪オーソリティ） 

府市の関係部局で合同事務局を設置 

◇メンバー数を厳選 

◇水と光の取組みの基本方針を一体的に審議 

   府・市・経済界トップによる基本方針合意 

府･市･経済界が下支え 

    経費的、人的支援 

アドバイザリーボード(専門助言機関) 
経済人、学識経験者、専門家 

事務局長(公募①) 

【実施事業】  
 ・新たなシンボル空間創造、エリアマネジメントの推進 
 （BID手法の活用等） 
 ・水辺の賑わいづくり(水都フェス等)・社会実験の推進 
 ・水と光の首都大阪のブランドイメージ発信 

【スタッフ】                 、企業出向者 事 

務 

局 

プロ人材(公募②) 

(事業推進計画を提案公募③）  

◇水辺空間の活用に関する行政の一元的な窓口 
◇水と光に関わる民間活動を強力に支援 
 

◇民主導の水都事業推進組織 
◇プロ人材が運営に参画 
◇収益事業も積極的に展開（自ら稼ぐ） 
◇評価システムを導入（PDCAの徹底） 

 

       
  

水都大阪パートナーズ 

推進会議 
会長が任命 

◇基本的な人、モノ、資金は、府・市・経済界が下支え 
  ●府市…基本事業費7,800万円 
         〔平成25年度予算額〕 
  ●経済界…人的・物的支援 

 
 
       
  

水と光推進会議・アドバイザリーボード・事務局 設立準備 

【公募について】（左図①～③を一括公募） 
 ◇公募方法 
  ●募集主体＝水都大阪推進委員会 
  ●選定委員会＝府・市・経済界・有識者で構成 
  ◇運営主体の条件 
  ●法人格のある組織（最優秀提案事業者に選定後の設立も可とする。） 
  ●複数年（4年）の運営を前提。ただし、毎年、実績評価⇒更新 

  

◆大阪府市統合本部のもと、都市魅力戦略会議での議論を踏まえた府市の共通戦略「大阪都市魅力創造戦略」における重点取組みの１つ 

◆水と光の魅力で世界の都市間競争に打ち勝つ「水と光の首都大阪」の実現に向け、民主導の事業推進組織とその活動を支える府市の合同組織を構築 

◆水都大阪パートナーズは、これまでの水都大阪推進活動の成果を伸ばし、課題を克服するバージョンアップした体制として、プロ人材が運営に参画する運営主体を公募選定 

◆水都大阪パートナーズの活動に対する基本的な人、モノ、資金は、府・市・経済界で下支え。評価システムを導入し、PDCAを徹底 

水と光のまちづくり推進体制の概要 

これまでの動き 
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資料１ 
第1回水と光のまちづくり推進会議資料 
平  成  2 5  年  5  月  7  日 


